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はじめに 

 定義上、オペレーティングシステム 
(OS) とは、さまざまな業務に必要なコン
ピュータのハードウェアおよびソフトウェ
アリソースの管理を担うシステムソフト
ウェアのことを指します。

 構造的には、OS はハードウェアと、チー
ムが効果的かつ効率的に仕事をするため
に関わる必要のあるさまざまなサービス
やアプリケーションの間に位置します。

オペレーティング 
システムの選択が 
重要である理由

 OS は、電源管理、パフォーマンス管理、
スレッド化、ロギング、セキュリティなど、
アプリケーションが必要とするさまざま
なタスクを制御するためにも利用されて
います。これにより、ユーザーがどこから
操作しているかを問わず、アプリケーショ
ンとサービスのネットワークが効率的か
つ調和的に機能するようになります。

適切な OS で IT インフラストラクチャを統合
 各業界のビジネスリーダーは、柔軟
性、適応性、回復力、管理性を提供でき
る IT 環境を求めています。

 これらの要素を提供できるかどうかを
直接左右するのは、全体的な運用環境、
そしてなによりも OS です。 

 組織にとって最も重要な機能を促進す
る基盤である OS は、物理環境、仮想環
境、プライベートクラウド環境、パブリッ
ククラウド環境、ネットワークエッジなど
の運用環境全体にわたって標準化を実現
し、イノベーションとアジリティを促進し
て、プロセスの自動化、新システムのデプ
ロイ、アプリケーション・ライフサイクルの
管理を可能にできなければなりません。
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オープンソース OS とは
 組織とその具体的なニーズに適した OS を探している場合、2 種類の OS、それぞれの
違い、そしてそれぞれが提供するメリットを理解する必要があります。

クローズドソース OS 
 クローズドソース OS はプロプライエ
タリー OS とも呼ばれ、マイクロソフトの 
Windows や Apple の macOS などがよ
く知られています。サードパーティがアク
セスできない非公開のソースコードで構
築されているため、コードの所有者また
は承認されたパートナーツールによっての
みカスタマイズが可能となります。

オープンソース OS 
 オープンソース OS の代表例は Linux® 
です。Linux は、適切なスキルセットを持
つあらゆるユーザーに、組織のニーズに
合わせてソースコードを変更する能力を
提供します。Linux には新しいツールやソ
リューションを作成する開発者コミュニ
ティがあり、Linux ユーザーは誰でもそれ
を利用できます。

 どちらの OS も世界中の企業で広く使われていますが、近年はオープンソースソフト
ウェア全体の人気が高まっており、プロプライエタリー・ソフトウェアの人気は年々減少
傾向にあります¹。

 Red Hat レポート「2022 年エンタープライズ向けオープンソースの現状」では、今後 
2 年間で企業のプロプライエタリー・ソフトウェアの使用率は 45% から 37% に低下す
る一方、コミュニティベースのオープンソースの使用率は 21% から 24% に上昇すると
予測されています。¹

 オープンソースソフトウェアが人気を集める中、最も注目すべき発展のひとつがエンター
プライズ向けオープンソースソフトウェアの台頭です。コミュニティベースのオープンソース
と比較した場合、セキュリティや信頼性が著しく高いなど、独自のメリットがあります。

 より多くのエンタープライズ向けソフトウェアベンダーが、独自のオープンソース・ソ
リューションでオープンソース・コミュニティに参入し始めたため、エンタープライズ向け
オープンソースソフトウェアの利用率は、今後 2 年間で 29% から 34% に上昇すると予
測されています。¹

¹ Red Hat レポート、「エンタープライズ向けオープンソースの現状：Red Hat レポート」、2022 年 2 月 22 日。

エンタープライズ向けオープン
ソースソフトウェアの利用増加
予測¹

29%
現在

34%
2 年後
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 オープンソース OS は、クローズドソース OS では実現が困難な 3 つのメ
リットを提供します。その 3 つとは、多くの組織が業務で欠かせないコスト
効率、信頼性、柔軟性です。

 このような大きなメリットはあるものの、コミュニティベースのオープンソー
スソフトウェアにも欠点はあります。

 最も顕著なのは、コミュニティと共同開発され、セキュリティ、コンプライ
アンス、サードパーティ認証のために企業ソフトウェア開発者やベンダーに
よって強化されたソリューションではなく、コミュニティソースのソフトウェア
を使用するリスクです。

 オープンソースソフトウェアの利点を活用しようとしている組織にとって幸
いなことに、これらの短所は先進的なエンタープライズ・オープンソース市場
が解決します。 

 エンタープライズ・オープンソース・ソリューションは、テストとパフォーマ
ンスチューニングを通じてエンタープライズ向けソフトウェアプロバイダーに
よって強化されたオープンソースソフトウェアで構築され、エンタープライズ
サポートとサービス (通常、プロアクティブなセキュリティチェックとアップ
デートを含む) によってバックアップされます。

コスト効率 
 商用のオープンソースシステムは、ク
ローズドソースのものよりも安価であ
ることが多く、場合によっては作成者
によって完全に無償で提供されること
さえあるため、オープンソース OS はク
ローズドソースのものよりも高いコスト
効率を発揮します。

信頼性 

 オープンソース OS のソースコードは
公開されているため、世界中の何千人
もの開発者によってレビューされ、ソー
スコード内に存在するバグや脆弱性は
すぐに発見され修正されます。

柔軟性 
 オープンソース OS はソースコード
が公開されていて、カスタマイズ可能
なため、適切なスキルがあれば OS に
よって組織が必要とすることを何でも
行うことができ、クローズドソース OS 
では不可能なレベルの柔軟性が実現
します。

オープンソース OS のメリット
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 エンタープライズ向けオープンソースソフトウェアは、企業の IT プラクティスにとって不可欠
なものとなりました。IT リーダーの 95% は、エンタープライズ向けオープンソースが組織の全
体的なエンタープライズインフラストラクチャにとって重要であると回答しており、また 80% 
が、新たなテクノロジーに対するエンタープライズ向けオープンソースソフトウェアの使用を増
加させると予想しています。1

 これらの組織がエンタープライズ・オープンソース・ソリューションによって実現させている最
大のメリットとは何なのでしょうか。

 IT リーダーが認識したエンタープライズ向けオープンソースソフトウェアのメリットのうち、
最も特筆すべきものは、ソフトウェアの質の高さとよりセキュリティの優秀さでした。また、エン
タープライズ向けオープンソースの導入を検討している企業にとって、サポート不足が最大の懸
念として挙げられることが多いのですが1、ほとんどの場合、充実したサポートサービスが提供
されます。

エンタープライズ向けオープンソース・
ソリューションのメリット

高品質なソフトウェア
 企業向けオープンソース・ソフトウェ
アベンダーがソリューションを市場に投
入する前に実施する広範なテストとパ
フォーマンスチューニングによって、高い
レベルの品質が達成されるため、コミュ
ニティソース・ソフトウェアにありがちな
未知の問題や予期せぬ問題が発生するリ
スクが低くなります。

セキュリティ
 IT リーダーの 89% が、エンタープライ
ズ向けオープンソース・ソリューションの
セキュリティは、プロプライエタリー・ソ
フトウェアのセキュリティと同等かそれ
以上であると回答しています。その理由と
して最も多かったのは、十分に文書化さ
れ、スキャン可能なセキュリティパッチが
利用可能であること、ベンダーから脆弱
性パッチが迅速に提供されること、より
多くの人がコードを見ていること、自社の
チームがコードを監査できることです。¹

サポート
 エンタープライズ向けオープンソース・
ソリューションは、ほとんどの場合、電話
やオンラインによるインシデントサポー
ト、サポートデータベースやポータル、自
動化されたセキュリティツールやアップ
デートなど、広範なサポートツールやリ
ソースを備えています。この点に関して、IT 
リーダーがエンタープライズ向けオープン
ソース・ソフトウェアベンダーを好む理由
として挙げた上位の理由の 1 つは、技術
的な課題をサポートする有効性でした。¹
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1st
まず最初に、Linux とは何か？ 

 Linux は、さまざまなディストリビューターによって大規模なパッケージの一部とし
て最も一般的に提供されている OS であり、さまざまな機能やツールが含まれてい
ます。

 世界で最も人気のあるオープンソース OS2 であり、すべての OS の中でも 3 番目に
人気のある OS³ である Linux は、先進的で革新的な IT プラクティスを運用する企
業、特にソフトウェア開発に重点を置く企業で、長い間愛用されてきました。

 最近の調査によると、Linux はソフトウェア開発用 PC OS として 2 番目に人気があ
り、開発者の 47% が PC OS ディストリビューションとして Linux を使用しています。4 

 クラウドの観点からは、Management Insight Technologies が Red Hat に代わっ
て実施した社内市場調査「2021 Linux Market study」によると、回答者の 49% がク
ラウドに Linux インスタンスを導入しており、その内訳はパブリッククラウドが 28%、
プライベートクラウドが 21% でした。5 

 あらゆる業界や先進テクノロジーに広く導入され続けた Linux は、数十年にわたる
テストを通して、今日必要とされている革新的な IT プラクティスをサポートする理想的
なプラットフォームであることが証明されています。

 先進的ビジネスにおけるその人気の理由は、柔軟性と互換性の高さにあります。

 � 柔軟性
  スイート一式をインストールする

必要がなく、必要なコンポーネント
だけをインストールすることで、不要
なツールやコンポーネントに邪魔さ
れることなく運用できるため、柔軟
に運用できます。

 � 互換性 
  Linux は、あらゆるファイル形式を

実行できるだけでなく、あらゆる種類
のコンピューティング環境において、
組織の最も重要なワークロードの開
発と運用を容易にし、膨大なユース
ケース、ターゲットシステム、デバイス
をサポートします。

 この e ブックでは、Linux のような OS の重要性、特に Red Hat® Enterprise Linux 
プラットフォームが組織にもたらすメリットを探ります。

Linux がオープンソース 
OS として選ばれる理由

2 「コンピュータ・オペレーティングシステムの世界市場シェア 2012-2022 年、月別」、Statista、2022 年 8 月 29 日。 
3 「デスクトップ PC のオペレーティングシステム市場シェア 2013-2022 年、月別」、Statista、2022 年 7 月 27 日。 
4 「ソフトウェア開発オペレーティングシステムの世界分布 2018-2021 年」、2022 年 2 月 21 日。 
5 Red Hat e ブック「パブリッククラウドにおける Linux の現状：年次レビュー」、2022 年 8 月 9 日。

オープンソース OS²

OS (全体)3

市場シェアランキング

市場シェアランキング

3rd

e ブックをダウンロード

OS が重要な理由について、 
詳しくはこちらをご覧ください。
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 世界で最も利用されているエンタープライ
ズ向け Linux プラットフォームの 1 つ⁶である 
Red Hat Enterprise Linux は、数百のクラウド
環境と数千のソフトウェアベンダーおよびハード
ウェアベンダーでの使用が認定されています。 

 さまざまなクラウドやソフトウェア・ソリュー
ションの利用を検討しているあらゆる規模の組
織に提供できる互換性に加え、ツールの広範な
ネットワークへのアクセスにより、今日の組織が
必要とする革新的な機能を提供します。また、
24 時間体制の専用テクニカルサポートにより、
増加する複雑性を管理するために必要なサポー
トを提供します。

6「2022 年オープンソースの現状レポート」、OpenLogic、2022 年 11 月。

第 1 章：

Red Hat Enterprise 
Linux とは

 Linux ディストリビューションは、Microsoft 
A zure、Amazon Web Ser vices (AWS)、
Google Cloud、IBM Cloud、Alibaba Cloud な
ど、あらゆる主要なパブリッククラウドプロバイ
ダーを通じて利用できます。また、機能、統合、
サポート、パートナーシップもさまざまであるた
め、組織とそのニーズに適したディストリビュー
ションを選択することが不可欠です。

 それでは、コスト効率の高いソリューション
でリソースを最適化したいと考える、先進的な 
IT プラクティスを運用するあらゆる規模の組
織が直面する最も一般的な課題に、Red Hat 
Enterprise Linux はどのように対処しているで
しょうか？
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 組織が直面する最大の課題の 1 つとして、複雑化する先進的
な IT プラクティスを管理するために必要な一貫性と効率性を IT 
環境全体で提供する OS を見つけることが挙げられます。

 Red Hat Enterprise Linux は物理、仮想、プライベートおよび
パブリッククラウド環境、エッジデプロイメントなど、IT 環境と
そのさまざまなインフラストラクチャに一貫性をもたらし、場所
を問わず同じツールでアプリケーション、ワークロード、および
サービスを管理できるようにします。

 先進的な IT プラクティスを運用する組織が直面する一般的
な課題には他にも、より安全で信頼性の高い IT 環境を構築す
る必要性や、重要なビジネスワークロードの価値実現までの時
間を短縮する必要性などがあります。

 これらの課題は、Red Hat Enterprise Linux サブスクリプ
ションの組み込みツールとサポートによって直接対処できます。

 IDC の独立調査によると、Red Hat Enterprise Linux を使用
しているお客様は、無料のオープンソース・ソリューションを使用
している組織と比較して、多くの運用改善を達成しています。7

IDC ホワイトペーパーを読む

Red Hat Enterprise Linux を使用し
てビジネス活動をサポートすること
で、収益の増加とリソースの最適化
が実現し、顧客に 1 兆 7000 億ドル
の利益がもたらされる理由をご覧く
ださい。

先進的な OS プラットフォームで
先進的な課題に取り組む

7  IDC ホワイトペーパー (Red Hat 後援)「無料版と比較したレッドハットソリューションのビジネス価値」、 
Document #US50423523、2023 年 3 月。

運用コストの低減

組織あたりの年間クラウド・
インフラストラクチャ・コス
トの削減額7

17.2 万
ドル

信頼性とセキュリティを重視した IT 環境

予定外のダウンタイムを
短縮772%

IT インフラストラクチャ・
チームの効率が向上7

一貫性と効率性

32%

価値実現までの時間を短縮

新しいアプリケーションの開
発ライフサイクルが迅速化723%

開発チームの生産性が
向上720%
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 適切な OS を見つけるという課題に取り組む際には (特に先進的な IT プラクティス
を管理するために必要な一貫性と効率性を提供する OS を探すことが重要)、Linux 
OS が提供できる広範なメリットに加えて、Linux OS を適切に管理するための適切な
ツールとサポートも必要であることに注意しなければなりません。

 Red Hat Enterprise Linux では、サブスクリプションの一部としてこれらのツールと
サポートが提供されるため、技術チームはこれらのニーズを管理する負担を負うことな
く、自由にイノベーションを続けることができます。

第 2 章：

Red Hat Enterprise Linux サブ
スクリプションで提供されるもの

Red Hat Enterprise Linux サ
ブスクリプションの内容につ
いては、詳細ガイドをご覧くだ
さい。

詳細はこちら

最新の Linux イノベーションへ
のアクセス

エンタープライズグレードの
サポートとセキュリティ機能

新しいテクノロジーへの可視性

IT 環境全体の柔軟性と制御性

場所を問わずサポートされた
デプロイ

Red Hat 認定パートナーエコシステムの
最新イノベーションへのアクセス

Red Hat Enterprise Linux が提供するもの：
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保守されているすべてのバージョンのサ
ポート
 サブスクリプションでは、Red Hat 
Enterprise Linux のアクティブに保守さ
れているすべてのバージョンへのアクセ
スとサポートが提供されるため、組織固
有のニーズを満たすスケジュールに従っ
てアップグレードを管理でき、最大 10 
年間のサポートが保証されるメジャーリ
リースで標準化できます。

管理の向上と柔軟なコスト
 Red Hat Enterprise Linux サブスクリプションにより IT コストは資本
コスト (CapEx) ではなく運用コスト (OpEx) になるので、支出をより迅速
にコントロールできます。また、カスタマイズ可能なさまざまなレベルのサ
ポートにより、コストの範囲を細かく管理し、納得のいく予算で組織のニー
ズに対応することができます。Red Hat はまた、クラウドプロバイダーと連
携して、共同顧客に便利な購入オプションを提供しています。お客様ご自身
のサブスクリプションを利用することも、従量課金制による支払い (オンデ
マンド) も、クラウドプロバイダーへの確約利用料を使用することも可能で
す。また、Red Hat と直接連携して、特定のニーズに合わせたカスタムプラ
ンを構築することもできます。 

IT 環境間での可搬性
 サブスクリプションは特定のインス
トール場所、クラウドプロバイダー、ハー
ドウェアに縛られないため、物理、仮
想、クラウド、エッジシステムの幅広い選
択肢に適用し、組織固有のニーズや要件
に合わせて必要に応じて移動させること
ができます。

 どの組織にも独自のニーズや要件があり、サポートやコストの制約を
超えることなくそのニーズを満たすために IT 環境をカスタマイズする能
力が必要とされています。 

 Red Hat Enterprise Linux のサブスクリプションは、以下を通して、
求められるレベルの柔軟性を提供します。

IT 環境、バージョン、コストの柔軟性
と制御 
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 Red Hat Enterprise Linux のサブスクリプ
ションを利用すると、最新のエンタープライズ対
応 Linux イノベーションにアクセスできます。こ
れらはすべて、Red Hat Smart Management、
Red Hat Ansible® Automation Platform、
Red Hat OpenShift® など、ソフトウェア、自動化、
管理テクノロジーの幅広い Red Hat ポートフォリ
オとの併用が認定されています。

 しかし、Red Hat Enterprise Linux サブスクリプ
ションのメリットは、革新的な製品群を利用できる
ことだけではありません。 

 Red Hat Enterprise Linux サブスクリプション
は、すべての Red Hat ポートフォリオを構築する基
盤として、特定のサポートレベル、ライフサイクル
の更新とメンテナンス、Red Hat Enterprise Linux 
ロードマップの可視性、アップグレード、パッチ適
用、自動化、環境分析用のツールを提供できるよう
パッケージ化されています。これらの詳細について
は、次のセクションで詳しく説明します。

最新の  Linux イノベー
ションへのアクセス
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 クラウドの利用が年々増加し続け、よりソースに近いコンピュートリソースを必要とす
る企業にとってエッジデプロイメントが欠かせないものになるなど、ワークロードのデプ
ロイ先が多様化し続ける今、Red Hat の認定パートナーエコシステムを通じてサポートで
きるユースケースの範囲はますます重要になっています。

 クラウド戦略を IT 資産に組み込む際、各組織には独自の要件があることを Red Hat 
は理解しています。そのため、Red Hat Enterprise Linux は極めて優れた柔軟性を提供
し、クラウド移行のどの段階にあってもニーズを満たす、一貫して安定した環境を実現し
ます。 

 Red Hat Enterprise Linux は、Microsoft Azure、AWS、Google Cloud Platform、
IBM Cloud、Alibaba Cloud など、何百ものクラウドパートナーでの使用が認定されて
います。Red Hat は、クラウドでの使用に最適化された共同開発の機能とともに、パブ
リック、プライベート、ハイブリッド、マルチクラウドの各環境において一貫性がありなが
らも柔軟なエクスペリエンスを提供します。 

 エッジデプロイメントがますます人気を集める今、Red Hat Enterprise Linux サブス
クリプションがどのように企業をサポートできるか詳しく見ていきましょう。 

8「エッジでデプロイされるグローバル企業の IT インフラストラクチャのシェア 2019 年および 2023 年」、
Statista、2022 年 2 月 21 日。

データセンターからエッジまであらゆ
る場所へのデプロイをサポート

 2023 年までに、新しい企業 IT インフラストラクチャの半分以上が、一元化されたデー
タセンターではなくエッジにデプロイされると予測されています。8 より多くの企業がエッ
ジデプロイメントに目を向け始める中、エッジプロイメントのサポートはますます重要性を
増しています。

 Red Hat Enterprise Linux は、小規模なインフラストラクチャ環境でのエッジデプロイ
メントに理想的な基盤を提供します。また、従来のコンテナ化されたワークロードのデー
タセンターからエッジロケーションへの移動を促進するために必要な、インフラストラク
チャ間の一貫性、ワークロードの可搬性、最適化された運用を実現します。 

 また、Red Hat Enterprise Linux は、あらゆるタイプのリモートサイトで実行される多様
なワークロードをサポートする、エッジ向けに最適化されたカスタム OS イメージ、帯域幅
や接続性が限られた環境下で運用の中断を最小限に抑えるために必要な信頼性の高いイ
メージとシステムのアップデート、多数のデバイスとロケーションを管理する際にダウンタイ
ムを回避するのに役立つインテリジェントなロールバックを提供します。

企業をエッジへと導く
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「Red Hat は、通常優れたサポートを見つ
けるのが難しい領域で、卓越したサポート
を提供しています。…テクニカルサポート
は、弊社が利用している多くのベンダーよ

りも優れており、しっかりと問題に取り組ん
でくれます。仕事のできないサポート担当

者に出くわすことはめったになく、問題を他
の担当者にエスカレーションするのにもそ
れほど時間はかかりません。100 のケース
のうち、私はおそらく 3 回エスカレーショ
ンした程度でしょう。サポートの評価は 10 

点満点中 10 点と言えます」

Erik Windholm 氏、 
運輸会社のシニアエンタープラ

イズエンジニア9

 Red Hat Enterprise Linux サブスクリプションは、電話およびオンライ
ンでのインシデントサポートを提供しています。先進的で革新的な IT プ
ラクティスに必要な、複雑な IT 環境において、このサポートはお客様の
組織に安心をもたらします。

 サポートやベストプラクティスのアドバイス以上のものを必要とする組
織は、RedHat のカスタマーポータルを利用できます。このポータルでは、
現在のセキュリティ脆弱性の情報や、影響を軽減するための重要な対
策、さらにリファレンスアーキテクチャ、ドキュメント、動画、Red Hat エ
キスパートとの共同のディスカッションを含む広範なデータベースを利用
できます。

ベストプラクティスを超えるエンタープラ
イズグレードのサポートとセキュリティ 

9  Erik Windholm 氏「Erik Windholm’s unbiased review of Red Hat Enterprise Linux」、Peerspot、2022 年 6 月 30 日にアクセス。
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マルチレベルのセキュリティとコンプライ
アンスの単純化
 Red Hat Enterprise Linux サブスクリ
プションを通じて、脅威からのマルチレベ
ルの保護、柔軟なセキュリティツール、コ
ンプライアンスを維持するためのシンプル
な方法を組織に提供できます。

 これは、組織の継続的なコンプライア
ンス確保を支援するスキャンおよび修復
ツール、新しいリソースへの継続的なアク
セスに加え、自動化されたセキュリティ
ツール、定期的なアップデートとパッチリ
リース、アクセス可能なセキュリティ・イン
テリジェンスと専門知識を通じて達成さ
れ、組織のセキュリティへの取り組みを向
上させます。

 そして最後に、厳しいセキュリティ基準
に対する認証により、セキュリティやコン
プライアンス要件を損なうことなくあら
ゆる業種や状況で Red Hat Enterprise 
Linux を使用できるようになります。

修復、管理、自動化を備えた統合された
分析機能
 Red Hat Insights は、すべての有効
な Red Hat Enterprise Linux サブスク
リプションに含まれる Software-as-a-
Service です。環境全体の分析をプロアク
ティブに収集し、IT 環境のあらゆる側面
の可用性、パフォーマンス、安定性に直接
影響を及ぼす可能性のあるセキュリティ
の脅威、ボトルネック、構成ミスを特定で
きます。

 また、Red Hat Enterprise Linux は、
Red Hat Satellite や Red Hat Ansible 
A u t o m a t i o n  P l a t f o r m  など、他の 
Red Hat 管理および自動化ツールとの統
合が可能なので、組織は運用のあらゆる
面で効率化を達成できます。

Red Hat Enterprise Linux が、効率的で信頼性が
高く、セキュリティ重視の IT 環境を組織で運用する
ために必要なサポートとセキュリティを提供するそ
の他の方法
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 Red Hat は、業界をリードするハードウェ
アベンダー、ソフトウェアベンダー、クラウ
ドベンダーすべてと緊密なパートナーシッ
プを育んできました。Red Hat Enterprise 
Linux サブスクリプションにより、これら
のパートナーシップがもたらす、IT 環境の
イノベーションと安定性を確保するために
必要な柔軟な選択肢を利用できます。

 この認定パートナーエコシステムは、信
頼できるソフトウェア・サプライチェーンを
通じて、お客様の組織にアーキテクチャや
バージョンの幅広い選択肢を提供します。
これらはすべて Red Hat 製品での使用が
認定されており、IT 環境全体で相互運用
性を備えているため、製品間の統合による 
IT 環境を構築することができます。 

 Red Hat は、大規模な認定パートナー
エコシステム、広範なテスト、認定、技術
提携を通じてパートナー各社と協力し、
Red Hat Enterprise Linux で稼働できる
よう確認しながら、イノベーション、可用
性、パフォーマンス、セキュリティに対する
組織固有の要件を満たすマルチベンダー
テクノロジーとソリューションを提供してき
ました。

リソースの最適化

 Red Hat Insights Resource Optimization 
は、パブリッククラウド、ハイブリッドクラ
ウド、オンプレミスで稼働する Red Hat 製
品を分析するための単一の一貫したサービ
スを提供します。プラットフォームとアプリ
ケーションを分析して問題を予測し、アク
ションを推奨し、コストを追跡することで、
ワークロードの可視性を高めて管理できる
ようにします。

 特定のユースケースに適切なサイズのパブ
リッククラウド・システムを推奨することで、
Red Hat Enterprise Linux のお客様がパブ
リッククラウドへの支出に対する知見と制
御を得られるように設計されています。

あらゆる IT 環境に対応する
認定パートナーエコシステム
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 先を見通す力のある企業の多くは、新しいテクノロジーとそれが自社の業務にど
のような影響を及ぼすかを可視化することを極めて重要視しています。

 その実践として特に一般的なのは、その可視性を利用してどのテクノロジーが組
織のニーズに最も適しているかを優先順位付けし、それらのテクノロジーの導入を
計画する IT ロードマップを策定することなどです。

 お客様にとって重要な先進的なテクノロジーを特定し、間もなく登場する新機
能を通知する Red Hat のプロアクティブな取り組みにより、お客様は Red Hat 
Enterprise Linux サブスクリプションを通じて高度な可視性を得られます。

 これにより、Red Hat Enterprise Linux のお客様は、Red Hat が将来の IT ニー
ズを満たすエンタープライズ対応アプリケーションにこれらのテクノロジーを開発
するのを待つ間、前もって IT ロードマップを正確に計画することができます。

 このレベルの可視性を得るだけでなく、今後登場する新しいアプリケーションや
機能の開発に直接影響を与えることもできます。

 Red Hat とお客様の関係は本質的にコラボレーティブなものであり、そこには
お客様のニーズについて学び、評価し、将来の開発に組み込むという使命が含ま
れています。

 そのため、お客様は将来のアプリケーションや機能をあらかじめ計画すること
ができ、その開発方法に直接影響を与えることもできます。 

 Red Hat には広範な顧客ネットワークがあるので、Red Hat 製品の改良は業界
の垣根を越えた多くのお客様とのコラボレーションを通じて開発されており、それ
らを活用できるというメリットもあります。

 これにより、他の企業が毎年プロセスのモダナイズを続ける中でも、テクノロ
ジーの進歩において競争力を維持することができます。

Red Hat Enterprise Linux を
使用して、7 つの主な運用領
域で価値とメリットを実現す
る方法について説明します。 

e ブックをダウンロードする 

新しいテクノロジーへの可視性に基づいて 
IT ロードマップを計画 
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 先進的な IT プラクティスを運用するためは、一貫性と信頼性の高い、セキュリティ重
視のインテリジェントな OS が必要です。Red Hat Enterprise Linux サブスクリプショ
ンを通じて、それを作成するために必要なさまざまなツール、セキュリティ機能、および
サポートリソースにアクセスできます。

 これには以下が含まれます。

第 3 章：

Red Hat Enterprise Linux  
を使い始める

IT 環境全体の柔軟性と 
制御性

最新の Linux イノベーションへの
アクセス

場所を問わずサポートされた
デプロイ

エンタープライズグレードの
サポートとセキュリティ機能

Red Hat 認定パートナーエコシステムの
イノベーションへのアクセス

新しいテクノロジーへの 
可視性
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Red Hat Enterprise Linux と、その強力な 
機能とメリットの詳細については、 
redhat.com/rhel をご覧ください。

利用を開始する
Red Hat Enterprise Linux の 60 日間トライアル
を今すぐお試しください。
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